
• 園

一人ひとりを大切に愛情を持っE保育奄
~上田市塩田中央保育園が完成~

3月6日閥、上田市塩田中央保育園白竣工式が行われました。

木造平星建て白園舎は、地元産のカラマアをふんだんに使い、木の温もりが感じ

られる造りで、段差を少なくするなど白バリアフリー化をしたほか、市内申公共施

設としては2番目となる太働光発電システムを導入するなど、保育環境に配慮して
います。

また、千IUI川左岸地区白保育拠点となるこの保育園では、 一時保育・延長保育・

休日保育・乳児保育を充実させるとともに、千曲川左岸では初めて 「子育て支援セ

ンターJ(市で2箇所目〕を設置し、就園前田子どもの子育て支援や相談助言など
を行っていきます。

市では、 「心豊かな子ども」を保育巨額に、家庭と手を取り合って、 一人ひとりを

大切にした保育を行っていきます。

子どもたち田健やかな成長を、家庭と保育国でいっしょに考え、そして地域全体

で見守っていきましょう。

新しい園舎

~保護者の声~

樺謹書室畏

小出かおるさん
(中野・左の写真一置左}

すてきな樺育園r;:i'd:って、とてもうれ

しいです.いたるところに木町温もりが

感じられ、幸せな寛分になりますね。園

児たちも、「保膏園大好き IJと、今ま

でに増して良い笑顔をしています.

やはり、理綴って大切ですよね。他の

保育園や小・中学校も、 こんな理境にで

きれば、引きこもり牢どの色々な問題も

解決できるのではないでしょうか。

それと、「子育て宣揮センターJがで
きたことは、お母さんたちにとってとて

も頼もしい味方です。

子どもの成長を、信育園といっしょに

見守っていきたいと思います。
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くる 上田市は「市民参加による開かれた市政」を推進しています。

市政に対するご意見・ご提言をお寄せください。

.，行星への手紙 (市役所組合案内軍口・吾宣所・公民盟主どに尊用のはがき

を用意しています。切手を貼らずにお出しいただけます)

・市置撞冨電子メーjl;(mayor@city.ueda.nagano刷、市政握雷電話岨J@25391、
市政担曹ファックス(匝自由5111)でも聖け付けています.

QI 市がISOを取得したそうですが、企業がISOを恩得する
と、イメージアップにより収益につながるというのはわかりま

すが、決して安くない費用をか旬、市がISO取得してど申よ

うなメリットがある由でしょうか?

イメージアップしか思い翠かばないのですが. (3羽生}

市役所では今年2月に環境改善活動の国

A1際規格である 1501酬を毘証取得しま
した。

その主立理由は、①環境問題がクローズアップ

される中、市町職員が串先して環境保全に取り組

んでいることを市民の皆吉んに知っていただく

② 1 50 1 40011~，環焼改善活動を計画し、実施

点検 ・見直しをする管理システムで、市の施策の

ひとつで昂る緑化事業や水質保全事業主どの進み

いが砲胞できるため、今まで以上に市民の皆

QZ 
上田橋を渡り、川酋方面に

向かう道路の三好町付近に

「県道77星野」という種"が

いつの聞にか立っていますが、

この道路は国道1岨号線では
ないのですか。(男性}

~市政提電電話より~

[5J 14.4.1 

~市政提冨メーJレより~

さんにその成果をお知らせしやすい 立どがあげ

られます。

確かに経費もかかりますが、今まで市の行う仕

事の中では、な力、な力、難しいといわれていたこと

が、この 15014001の導入により可能になる面

がたくさんあります。

これからも環境改善活動を進めていくことによ

り、経質の節減や市民サービスの向上を図ってい

きたいと考えています。

.問い合わ1:'"先生活環境課(圃@51201

A2 
国道143号は松本市在起点に、青木村を通り上田

市中央丁目交差点(左地図①)が終点となってい

ましたが、平成12年2月に国道143号接地バイパス

(国道18号上田坂城バイパスの下之条地籍~国道143

号宮島交差点 ・左地図@)が開通したため、終点が

赤坂交差点(三好町交番前・左地図②)に変更され

ました。

そのため、赤坂交差点から中央一丁目交差点まで

の区間は、県道77号「長野上回線」の一部となりま

した(なお、これに伴い中之条交差点(中之長公民

館前・左地図③)力、ら赤坂交差点までの区間も県道

77号「長野上回輔」と定められ、従来の県道65号

「上田丸子線」と重複することになりました)

この変更により、お問い合わせのあった県道の標

臓が平成12年10月から13年1月にかけて設置されま

した。

詳しくは、上田建股事務所管理計画課

までお問い合わせください。

1 
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上田城跡公園のお花見を楽しみましょう/
置先盟個庖似偶)・公園草地聾咽串.1341

ー.

示子4
EE岨
悶

躍の名所である上田駿跡公園には、毎年おおぜいの花見客が酷れ、きれいに咲き時勺

た桜の花を楽しみます。公園にこられた皆さんが、気持ち血くお花見を楽しめるよう

に、院の事にご協力をお願いします@

・公園周辺町道路 ・駐車場以たいへん謹み合います。できるだけ‘公長交通機関をご

利用ください。もし、自軍用車を利用する場合でも、相畢り等にご協力をお願いし

ます.

.毎写、花見客が帰った後のよ田埴跡公園は、ごみが大量に肱置され、公園の嬢観が

損なわれています。ごみは自分たちの買置で片付11.いつまでもきれいな上回堀跡
公園を目指しましょう。

( ) 

4
月
・

5
月
は
緑
化
推
進
特
別
強

調
月
間
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
市

で
は

「緑
白
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
苗
木
由
輔
軒
頒
布
や

木
工
教
室
、
緑
化
木
の
即
売
会
も
行

い
ま
す
。
マ
と
き

4
月
日
自
由
午
前
9
時

加
分
1
午
後
5
時

・
同
H
日
制
午
前

9
時
却
八
7
1午
聾
4
時

マ

と
こ
ろ

川
東
イ
ベ
ン
ト
広
場
マ
苗
木
頒

布

両
日
と
も
に
午
前
9
時
却
八
万

1
・

午
桂
l
時
1
〈
苗
木
が
終
わ
り
し
だ

い
終
了
)

-
開
催
場
所

-
林
錬
踊
盟
申

5
1
2
2}

マ
と
き

4
月
幻
日

ω午
前
9
時

1
午
桂
1
時

マ
と
こ
ろ

車
山
市

有
林

マ
内
容

広
葉
樹
田
植
栽

・

木
工
教
室

・
山
野
草
申
即
売
会

・
車

車
問
小
学
校
金
管
パ
ン
ド
由
演
奏

マ
定
員

3
0
0名
マ

嘗
加
料

無
料

マ
持
ち
物

作
章
の
で
き
る

服
装

・
軍
手

・
雨
具

・
水

筒

マ

申

し
込
み

4
月
四
日
幽
ま
で
に
盟
林

蝶

ヘ

マ

そ
の
他

申
し
込
ま
れ
た

か
た
に
は
、
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

当
日
は
、
昼
食
(
お
に
ぎ
り
・
豚
汁
・

ジ
ュ

ー
ス
)
を
用
意
し
ま
す

受
講
希
望
申
か
た
は

「
ホ
1
ム
ヘ

ル
パ
!
登
録
申
請
書
」
と
「
ホ
!
ム

ヘ
ル
パ
l
身
分
証
明
書
」
用
の
写
真

(縦
4
圃

X
横

3

8

2
枚
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

在
宅
で
生
活
す
る
障
害
を
持
つ
お

子
さ
ん
や
、
知
的
障
害
を
持
っ
か
た

が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
平
成
日
年
度
か
ら

「障
害

児
・
知
的
障
害
者
ホ
!
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
ロ

「障
害
児

・
知
的
障
害
者
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
!
」
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
研
檀
金
田
受
講

が
必
裂
に
な
り
ま
す
。

マ
と
き

4
月
お
日
榊
午
前
9
時

1
午
佳
4
時

・
向
指
日
幽
午
前
9
時

加
分
i
午
桂
4
時

マ
と
こ
ろ

上

岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ

定
員

別

名

マ
霊
構
料

1
0
0

0
円

(
貰
料
代
な
ど
)

守
申
し
込

み

4
月
刊
日
幽
ま
で
に
社
会
福
祉

法
人
上
回
明
照
会
へ
。
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す

マ
そ
の
他

マ
応
募
資
格

市
内
在
住
の
却
歳

以
上
布
歳
未
満
の
か
た

(公
募
白
方

法
に
よ
り
審
議
会
に
書
両
で
き
る
白

は、

一
人

一
審
鶴
金
ま
で
)

マ
事

集
人
員

2
名

マ
任
期

平
成
凶

年
3
月
剖
固
ま
で

(
2年
間
)

マ

審
議
会
の
内
容

「う
え
だ
男
女
共

同
事
画
プ
ラ
ン
」
の
推
進
、
男
女
共

同
書
画
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
申
方
策
の
調
査

・

研
究
や
助
曹
を
し
て
い
だ
き
ま
す

マ
応
事
方
法

所
定
の
申
込
智

(到

女
共
同
書
画
課
に
あ
り
ま
す
)
に
、

「
男
女
共
同
書
画
社
会
に
つ
い
て
思

う
こ
と
」
と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

(
1

2
0
0字
以
内

・
書
式
自
由
〉
を
添

え
て
、
男
女
共
同
書
画
課
に
挺
出

マ
締
め
切
り

4
月
四
日
幽

マ
そ

の
他

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

マ
と
こ
ろ

①
常
磐
城
(
西
部
公

民
館
西
側
白
2
箇
所
)

8
区
画

②
諏
訪
形

(帯
水
掛
付
近
白

2
箇
所
)

5
区
画
③
古
盟
(
岩
門
公
民
館

町
北
側
)

7
区
画

マ
利
用
料

1
区
画

(約
初
坪

・
l
o
o
d)
年

間
5
0
0
0円

マ
申
し
込
み

4

月
ロ
日
幽
ま
で
に
農
林
課
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

マ
そ
の

他

他
地
区
の
農
聞
に
も
空
き
区
画

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

マ
募
集
内
容

①

一
般
幹
部
候
補

生

陸

上

・
海
上

・
航
空
母
各
自
衛

隊

一
般
裏
員
、
海
上

・
航
空
白
荷
隊

飛
行
要
員

〈パ

イ
ロ
ッ
ト
)

②

伎

術
幹
部
候
補
生
梅
よ
自
荷
隊
住
術

要
員

マ
受
験
資
格

平
成
時
年
4

月
l
日
現
在
、
幻
歳
以
上
部
歳
未
満

の
男
女

(大
芋
院
憧
士
課
程
笹
了
者

は
羽
歳
未
満
)

マ
費
付
期
間

4

月
8
日
叩

1
5月
凶
日
幽

マ
鼠
験

日

5
月
お
日
出

・
同
鉛
日
制

〈初

日
は
航
空
白
荷
隊
飛
行
裏
目
白
み
)

マ
そ
の
他

受
験
料
輔
料
。
採
用

桂
衣
貴
住
無
料
、
完
全
週
休
二
日
制

14.4.1 [7] 



次
の
皆
糠
か
ら
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
荒
井
慶
様
(
岩
門
)
/
中
古
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
l
台
/
公
民
舘
な
ど

白
生
涯
学
習
活
動
用
に

マ
上
回
女
子
盛
期
大
掌
議
ノ
イ
机
初
台
・

い
す
1
2
0脚
/
市
内
小
中
学
校

へ
マ
中
村
広
夫
様
〔
真
岡
町
)
/
鈎
イ

ン
チ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
l
古
/
消
防

防
災
研
瞳
用
賢
搭
材
と
し
て

(
平
成
同
年
2
月
四
日
現
在
)

画
0
2
6
5
@
e
1
5
土

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
開
発
途

上
地
域
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て

「
青
年
海
外
協
力
隊
」
、
「
日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
「
ン
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
際
協
力
事
業
団
駒

ヶ
摂
訓
練
所
ま
で

マ
募
集
期
間

却
日
開

4
月
刊
日
嗣
1
5月

環
境
へ
の
負
荷
白
少
な
い
持
続
可

能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
次

回
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
環

境
を
大
切
に
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

環
境
省
で
は
、
「
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
プ
」
事
輩
を
過
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
主
体
的
な
環
境
学
習
や
実
践
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
者
複
数
人
白
小
中
学
生

と
大
人
(
事
務
局
と
の
連
絡
役
〕
の

グ
ル
ー
プ
マ
入
会
金
・
会
費

無

料

マ

活
動
期
間

4
月
か
ら
翌
年

3
月
ま
で
由
一
年
間
(
達
中
か
ら
田

容
加
も
可
能
)

マ
主
な
活
動
内
容

①
各
ク
ラ
ブ
の
興
味
や
関
心
に
基

「

づ
い
て
自
主
的
に
行
う
活
動
(
水
生

生
物
調
査
、
清
掃
活
動
な
ど
)
②

全
国
の
ク
ラ
プ
と
の
共
通
活
動
(
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介

さ
れ
る
も
由
で
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
環
境
の
こ
と
を
楽
し
く
考
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
)
マ
申
し
込
み

生
活

環
境
課
ヘ
マ
そ
の
他

会
員
畳
録

を
す
る
と
、
会
貝
手
帳
や
メ
ン
バ
ー

ズ
バ
ッ
グ
な
ど
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

一
年
間
、
活
動
を
が
ん
ば
っ
て
行
い
、

ア
I
ス
シ
ル
を
集
め
る
と
、
「
ア
ー

ス
レ
ン
ジ
ャ

i
」
に
認
定
さ
れ
、
認

定
証
が
も
ら
え
ま
す
。
マ
こ
ど
も

工
コ
9
-ヲ
ブ
の
ホ

l
ム
ベ
l
ジ

Y
R
H
匂
¥
¥
考
委
要
。
国
〈
問
。
』

MM¥Eaω¥

R
o
n
E
σ
¥目
品
。

"
Z
E】

高
齢
者
介
・
昌
嗣
窃
5
1
3
1
}

市
で
は
、
紙
お
む
つ
等
購
入
費
助

成
事
業
を
行
っ
て
、
介
護
者
自
負
担

を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
紙
お
む
つ
等
由
利

用
者
が
、
登
録
さ
れ
た
お
庖
で
支
給

券
を
挺
示
し
、
紙
お
む
つ
等
と
引
き

換
え
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
使
っ
て
い
た
支
給
静
は
、

問い合わせ
国保年金額
(!IBゆ41001雪1369)

4月1日から老人保健法の規定に基づき、老人程憧対象者(刊歳

以上のかた力、一定の陣曹のある65歳以上のかた)の自己負担額が
次のとおり直定吉れます。詳しくは、国慌年童課までお辱ねを。

・外来由場合

老人保健の 可.
自己負担額が変わります.'(

町一か
十
す
~で割

m

の
二買
，
療
-
医
A

4

6

 

門
金
一
担
、負
…
部
す
一
まU
J
 

3
月
白
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
し

た
由
で
、

4
月
以
降
は
引
き
換
え
が

で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
助
成
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
次
に
よ
り
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。マ
助
成
対
象
者
市
内
に
お
住
ま

い
の
要
介
護
4
ま
た
は

5
と
認
定
さ

れ
た
市
町
村
氏
税
非
課
税
世
帯
で
、

在
宅
で
紙
お
む
つ
専
を
利
用
さ
れ
て

い
る
か
た

マ
対
象
品
目

大
人
用

白
紙
お
む
つ
・
尿
と
り
パ
ッ
ド
に
加

え、

H
年
度
か
ら
使
い
捨
て
手
袋
・

消
民
剤
・
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
が
対

[8] 

1か月の支払い限度額が霊わり

14.4.1 

E冨盟
3，2四円
6，3凹円

東主:~
3，冊。円 →
5，。凹円 ー+

泊。床来満申揖院と診療所

制縦l上国情院

輩
に
な
り
ま
す
(
病
院
入
院
中
や
施

設
入
所
中
白
購
入
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
)
マ
助
成
限
度
額

一
人
当

た
り
年
額
四
万
円
(
た
だ
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
「
在
宅

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
」
に
害

加
す
る
場
合
は
、

7
万
5
0
0
0円
)

マ
申
請
の
方
法
紙
お
む
つ
等
購

入
費
助
成
の
申
舗
害
(
高
齢
者
介
護

課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
高
齢
者
介
護
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
時
に
印

鑑
が
必
要
で
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ

さ
い



東部

南部

中央

[9] 14.4.1 

あなたのお宅の
家庭雑排水汚泥収集業者

家庭用簡易浄化槽の雑排水汚泥の収集は、自治会ごとに収集業者が指定吉れています。

あなたのお宅の家庭雑排水汚泥収集を行う業者は、下記のとおりです。

浄化能力を保つため、 3か月に 1回程度を目安に、定期的な汚泥収集をお願いします。

周産業
(圃溜16657)

よ図宥知事業
惚同組合
(UIDll>95田)

醐衛研
0lB)22I4007) 

塩尻

川辺

泉田

神川

富士山

上回清掃事業 11東酒田
協同組合
唱!lm9592)

嗣浅間環療保全
(田圃2132)

中塩図

Z 宣「一古語吾

開浅間環境保全
咽B魯'2132)

岡;岡環健保全
(圃描2132)

周産業
(血胸6田7)

開岡環境保全
(CrJ!瑚2132)

() 



大規模小売底舗説明会のお知らせ

問い合わせ 商工課(匝師事5395)
大規模小売脂舗の営業時間等白変更届出により、下記のとお

り説明会が開催されますのでお知らせします。

1>と き 4月12日幽午桂7時~
bところ 上回創造館l階第 2会議室
1>概要

(1)庖舗名称 しおだ野ショッピングセンター

問所在地 上田市大字神畑宇畔田374外

也)変更届け出事項

亙更変百更変宣車

3箇所114rri2箇所8'01
四荷さばき純股の位置
面積

24時間営業
イオン醐 l 

l午前9時~午後11時マックスハリュ棟[

24時間宮業午前10時~午後10符イオン醐
メガマ ト練

哩醜陪・
閉臨
時間

商
工
隈
串
明
田

5
3
9
5
)

品
質
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規

格
〔
I
S
0
9
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
)

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
閲

す
る
国
際
規
絡

(
1
5
0
1
4
0
0

0
シ
リ
ー
ズ
)
な
ど
を
審
査
壷
録

(
認
証
取
得
)
し
た
中
小
企
業
者
へ

助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

マ
対
象
常
時
使
用
す
る
従
業
日

教
が
別
人
未
満
で
、
審
査
登
輝
(
認

証
取
得
)
桂
、

6
か
月
以
内
の
市
内

2'崎潤. 部は午後
11樗15分から翌午前
5降まで閉鎖する。

午前5時から午後8
午前5時~午後8跨|時。一部は午後8時

から盟午前5時まで.

2'時間営業

終日
骨来客者が駐車場を使用
することができる時間構

曲荷さばき施股で荷さばき
を行うことができる時間

(41変更する年月日 ① 10月18日 ②③④ 3月 l日
bその他近隣住民のかたなどは、これらの施設の配置や運営
方法白届け出にあたり、周辺の生活環境を保つために配車して

欲しい点などについて、県に意見を述べることができます

生
を
除
く
)
も
対
量
と
な
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
期
限
は

5
月
四
日
制
で

す
。
詳
し
く
は
商
工
課
ま
で
。

道
路
白
形
状
を
変
え
る
こ
と
に
な
り
、

道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
で
す
。

現
在
、
無
許
可
で
設
置
し
て
い
る

か
た
は
、
今
後
白
対
策
を
管
理
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

14.4.1 [10] 

午前9時~午後11跨珪角困事
業
所
(
企
業
種
対
輩
)
マ
助
成

車
審
査
畳
録
に
要
し
た
費
用
の

2

分
の

l
以
内
(
限
度
額

ω万
円
)

マ
申
し
込
み
商
工
煤
へ

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
等

の
販
路
拡
大
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

国
内
で
行
わ
れ
る
展
示
会
等
の
出
展

経
費
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ

対

象

市

内
の
中
小
企
業
者
・

中
小
企
聾
団
体
マ
対
象
経
費

小

間
代
(
ま
た
は
、
会
場
使
用
料
)
、

銀
出
入
経
費
、
説
明
員
派
遣
旅
費
、

小
間
内
装
飾
貨
な
ど
マ
補
助
車

対
象
経
費
白

2
分
の

l
以
内

(
5万

円
を
限
度
)
マ
申
し
込
み

商
工

課
へ

管
理
観
嗣
曙
岨
5
1
2
5
)

宅
地
と
道
路
の
聞
に
水
路
が
あ
る

場
合
に
、
道
路
管
理
者
の
許
可
な
く

出
入
り
用
の
鉄
板
、
ふ
た
(
グ
レ
ー

チ
ノ
グ
・
ユ

l
リ
ッ
ト
等
)
が
設
置

さ
れ
て
い
る
箇
所
を
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
道
路
上
に
段
差
を
生

じ
さ
せ
た
り
、
通
行
白
際
、
ふ
た
が

跳
ね
上
が
る
な
ど
事
故
を
誘
発
す
る

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
脇
に
水
路
を
設
置
す
る
、
水

路
に
ふ
た
を
か
け
る
等
の
行
為
は
、

f 

商
工
関
嗣
岨
骨

5
3
9
5
)

醐
長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
県

内
で
自
然
科
学
の
研
究
に
取
り
組
む

個
人

・
団
体
に
研
究
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
大
学
・
研

究
所
・
試
験
場
等
由
研
究
者
(
大
宇

講
師
以
上
の
か
た
、
大
学
院
生
・
学

生
育
活
環
績
回
嗣
盟
申
5
1
2
0
)

家
庭
ぶ
ろ
の
普
及
に
伴
っ
て
、
入

浴
者
数
が
誠
り
つ
つ
あ
る
銭
湯
田
良

さ
を
見
直
し
、
事
く
の
か
た
が
た
の

「
ふ
れ
あ
い
の
場
L

と
し
て
利
用
しふ

て
い
た
だ
〈
た
め
、
毎
月
初
日

(風

ろ呂
由
日
)
は
、
市
内
に
あ
る

4
締
白

銭
湯
を
入
浴
料
金
無
料
で
開
放
し
て

い
ま
す
。
銭
湯
白
良
さ
を
知
る
た
め

に
も
、
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
利
用
白
際
は
入
浴
の
マ
ナ
ー

を
守
り
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

風
呂
の
日
以
外
由
利
用
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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、

O 

料
裁
に
算
定
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

双
方
で
協
識
し
て
決
定
を
し
て
く
だ

さ
い
。

O 

わ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
ら
事
γ
は
、
室
賀
活
性
化
組
合

が
運
営
し
、
地
元
農
産
物
由
消
費
鉱

大
と
農
業
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

マ
営
業
時
間
月
曜

i
金

暗

午

前
日
時
却
分

1
午
後

4
時
。
土
日
曜
・

祝
祭
日
午
前
日
時
却
分

1
午
桂

7

時

マ

そ
の
他

記
念
と
し
て
新
装

オ
ー
プ
ン
当
日
は
粗
品
を
差
し
上
げ

ま
す

m難
倭
員
会
.
務
局
嗣
盟
申

5
4
8
6
)

標
準
小
作
料
は
、
貸
し
手
・
借
り

手
が
話
し
合
い
で
適
正
な
小
作
料
を

決
め
る
た
め
の
基
準
(
目
安
}
と
な

る
よ
う
に
股
定
し
た
も
の
で
す
。

話
し
合
い
の
基
単
は
、
ほ
崎
町
而

積
・
器
状

・
耕
作
な
ど
田
作
業
条
件

や
転
作
の
状
況
に
よ
り
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
作
の
取
り
扱
い
や
、
土

地
改
良
質
(
ほ
場
整
備

・
農
道

・
水

路
・
畑
か
ん
施
設
改
良
費
の
負
担
な

ど
)
に
つ
い
て
は
、
こ
目
標
車
小
作
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子ち郁文

県営水道料金改定に
ご理解とご協力を
県富水道では、 4月笹用ゆから水道料金が平均8.5%引き上げられます。

これは、水道水町安定棋桔と地震や穆放に強い施債にするための整備を韮め

たため、その費用の不足分を平成7年度以降10年間で3田町料金OI1定により解
消する目的で行うものです。

在<13， 5月分としてお支払いいただく水道料金(3-4月置用分)r広告を用

水量の半分が旧料金、残りの半分が新料金となります。また、 6月横針以降は
すべて新料金と在ります.皆さんのご理解とご協力をお願いします。

目新しい水道料童賓(1か月、税込み)

ι一一一J監2ー一一--i超過純金
・メーターの -~- 毒本科盆 i (.*~ド量警鐘… l…】

70白田 8179849唱曲目凹 7946 81 81回 8679 : 

室
賀
歯
車
さ
さ
ら
白
湯
の
そ
ば
処

さ
さ
ら
ム亭
は
、

4
月
幻
日
刷
新
醤
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
ロ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
新
た

に
、
手
打
ち
製
法
な
ら
で
は
の
コ
シ

の
強
さ
や
天
然
だ
し
が
自
世
の
本
格

派
手
打
ち
う
ど
ん
と
、
地
元
産
の
野

菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
レ
ー
が
加

上回水道管理事務所
⑩)@2110l 

※(  )円は生活保護世与野 ・母子

家庭の料金

※メーターのロ彊が25mm以上の

窃合の料金は、ご家庭にお配り

した rr1んえいすいどう2回2J

をご覧ください.

.新彼 (メ ターロ彊20mmで基本料金に満た

ないかたは 使用水畳に応じ左哀の料金とな

ります)

182門
1O~まで13mm 

※市で r~、県宮水道と市宮水道町料金格差を解消するため 一定の条件を嵩た

す県宮水道加入世帯に、葺額の補助を行っています.酵しくは、市民漂(圃

@410叫雪1352)まで百問い合わゼください。
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H E A L T H 

保健ガイド
健康推進和問削) 目

.健康相談をご利用ください
保健師による健康相談を行っています。

お気軽にお出かけください。

bとき・ところ下表白とおり ~相続内容赤ちゃ

ん白身長・体重測定、育児相談、血圧測定、尿検査、

基本健康診査受診後四相談、ほか一般健康相談

.健康相離日程(地区別)

-その他の健康相談

bとき・内容下表白とおり bところ市役所南
庁歯2階保健センター

圃健康相鮫日程

県費相殴 管理栄費土
毎月第1月曜日

歯科相談 歯科衛生士
9:30~11 叩

妊産婦相談 動産師 保健師 月~盆咽日
B ∞-17凹

乳幼児発遭相続 作業療注土 予約制(諜1)

掛けお問い合わせのムお出かけ〈ださい，

G U D E 

.新生児訪問をご利用ください
赤ちゃんが生まれたご家庭に、新生児訪問として助

産師 ・保健師がお伺いしご相談に応じています。心配

事などがありましたらお気軽にご相談ください。

.内容

新生児自発育 ・栄華・保育など育児に関すること、

お母さん白身体に関すること、そのほか何でも。

.訪問までの流刑

①健康推進蝶が、電話で訪問希望四確認をします。

②訪問担当者が、電話で希望者と具体的訪問日時白約

東をします。

③約束の訪問日時に伺い、相談に応じます。

なお、連絡より早〈訪問を希望されるかたは、健康

推進課までお問い合わせください。

.お産の不安を和らげる「母親学級Jヘ
母親学級はお産に対する不安を和らげ、安心して丈

夫な赤ちゃんを産み育てていくために開催しています。

お父さんもぜひご容加ください。予約は不要ですので

直接お出かけください。

~日程下査のとおり bところ塩田母子健康セ
ンター ~対量 B月-9月に出産予定白かた 00月

以降白出産予定で、書加を希望されるかたは、日程を

健康推進課へお問い合わせください) ~持ち物 母

子健康手帳 ・筆記用具・テキス卜代500円

・母親学級の日程

5月制8日 【栄己紹聾について考古えよう】
自 介.<6母んの栄曹

2 I 5月15日
嗣

場【楽体なお産のために】
旺 埠と呼岨法(室温)

'ート喝 ，~唱 、，-.戸、.‘--唱で.~圃

3 I 5月22日
嗣

4 I 5月29日
刷

5 I 6官日

、〆お子さん週れはご遠慮ください.

• r痴ほう」についての相談会
「痴ほう」のかた白介護方法等でお悩みの介護者白

かた、お気軽にご相談くださL、。

~とき 4月17日制午後1時10分-5時 ~ところ

市役所南庁舎 l 階高齢者介護課~定員若干名

b相敵担当堀内静子さん (グループホーム 「せせら
ぎ」・看護相談室「せせらぎ」代表、元国立小諸療養所

痴ほう性老人病棟副婦長) ~申し込み 電話で予約

を ~問い合わせ高齢者介護課(回@4100閉 1616)

Ei!!富国 広報うえだ3月16日号18べーンの 4月の乳幼児健康審査・教室中 塩国母子健康センタ

2 歳児教室の生年月日 r12.1.1~2.28J が r 12. 1.1 -2.29J の鼠りでした。 町正しおわびします。 14.4.1 [12] 
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